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　1910 年に日本が韓国を完全植民地化してから 100 年が過ぎました。第 2 次世界大戦終了後も引き続いた民族自
立運動を経て、東アジア諸国は独立し、アメリカ・ヨーロッパと並ぶ一大政治・経済圏となり、国際社会に大き
な影響を与えています。一方、EU と並ぶ地域共同体として東アジア地域が注目されていますが、過去の植民地支
配のもたらしたものを見据え、今後の政治・経済・文化領域での関係を築く上では、いまだに多くの課題が残っ
ています。全学教育は、幅広い視野を備え、次代を担う人材を育成する役割を負っていますが、そのためにも、
東アジアの歴史と文化に深い理解を持つことが不可欠といえます。
　このたび、高等教育開発推進センター人文社会科学教育室では、九州大学から植民地教育史研究の第一人者で
ある稲葉継雄教授をお招きし、セミナーを開催することに致しました。ぜひご参加ください。

●   挨　拶：羽田  貴史 ( 東北大学高等教育開発推進センター教授）

●   趣旨説明：中韓日における閑適詩の系譜̶なぜ生きてるかつて
　　　　　　　芳賀   満（東北大学高等教育開発推進センター教授）

●   講演１：旧韓国～朝鮮の「内地人」教育
　　　　　　  稲葉  継雄（九州大学大学院人間環境学研究院教授、韓国研究センター長）
 ●   講演２：植民地時代の日本と朝鮮における演劇の大衆像
　　　　　　　金   鉉哲（東北大学高等教育開発推進センター講師
　　　　　　　　　　　   専門：韓国文学、朝鮮語教育、伝統芸能）
●   講演３：植民地時代の日本と台湾における日本語文学
　　　　　　　 李   郁蕙（東北大学高等教育開発推進センター講師
　　　　　　　　　　　　  専門：植民地文学、中国語教育）

●   コメント：片岡  龍（東北大学大学院文学研究科准教授、専門：日本・中国・朝鮮近世思想史）
●   総合討議：司会　羽田  貴史

● プログラム

Everyone is welcome!
学生・教職員・一般歓迎  / 入場無料 /当日参加歓迎

第 17 回東北大学高等教育国際セミナー

2011.1.22 ( 土 ) 13:00 ～ 17：30
東北大学川内北キャンパス 教育・学生支援部管理棟３階大会議室

主催：東北大学高等教育開発推進センター

－韓国併合 1 世紀を経て－－韓国併合 1 世紀を経て－
植民地時代の文化と教育植民地時代の文化と教育

◇ ◆  当日参加も大歓迎ですが、なるべく事前にお申し込みください  ◆ ◇

Web
申込み

URL: http://www.he.tohoku.ac.jp/
※行事カレンダーからお進み下さい。

※Web申し込みが不可の場合、ご利用ください。
氏名・所属・連絡先 (e-mail) を明記のうえ、高等教育開発推進センター事務室までお申込みください。
 E-mail：pffp_office@he.tohoku.ac.jp

e-mail
での
申し込み

問合せ先

高等教育開発推進センター  芳賀 満
Tel：022-795-3371
E-mail：mhaga@he.tohoku.ac.jp


